
このようなお困りごとはございませんか?

複数の協定、品目ごとに異なる原
産地規則の把握・運用が複雑化し、
実務負担が増大

EPA制度の高度化と複雑化 関税制度の急変リスク

EPA/FTAのルール変更や政治的要
因による関税制度変更など、サプラ
イチェーンの見直しが必要

社内リソースの限界

高度な通関・関税実務の内製化が
難しく、知識の属人化により業務
生産性が低下

ＮＸが積み重ねてきた知見と経験を”新たな価値創造”へ

関税削減効果を定量的に可視化し、“経営判断に使えるデータ”として提供

経営判断に効く可視化

アドバイスで終わらせない
実装まで届く、通関コンサルティング
NXのEPA関税認定アドバイザーが、EPAに関する困りごとを解決します

EPA関税認定アドバイザー：財務省関税局支援のもと、日本通関業連合会が認定するEPA/FTAに関する専門資格
企業のEPA/FTA活用を促進し、関税削減やサプライチェーン最適化などの支援を行う

EPA/FTAに関するお困りごとは、NXまでお気軽にお問い合わせください

日本通運株式会社
国際貿易通関コンサルティングサービスPJ
nittsu-fbu-gtcc@nipponexpress.com

EPA活用により関税コストを恒常的に削減し、粗利率の改善・価格競争力の向上に直結

関税コストの削減

原産地判定・HS分類などを実務レベルで整備し、事後調査や追徴課税のリスクを未然に防止

コンプライアンスリスクの低減

EPA/FTAや関税制度の変更をタイムリーに把握し、貴社サプライチェーンへ迅速に反映

制度変更への即応力

通関・フォワーディング・コンサル機能を一体化、実行可能なサプライチェーン改革を支援

実務一気通貫の安心感


